
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回西枇杷島警察署協議会（定例会）

令和５年11月９日（木）
午前９時00分から午前10時40分までの間

日 時 ・ 場 所

西枇杷島警察署 講堂

１ 委員

丹羽 宏明 会長 吉村 雅夫 副会長
室屋 皆子 委員 河野 ともえ 委員
日比野 茂 委員 猿渡 久人 委員
丹羽 幸雄 委員 後藤 鈴明 委員

以上８名（定数10名）

出 席 者 ２ 警察署員
山岡署長 太田副署長
服部警務課長 田中会計課長
圓福生活安全課長 田中地域課長
小嶋刑事課長 荻田交通課長
三宅警備課長

以上９名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 制服警察官に望むこと

１ 制服やパトカーの効果を発揮した見せる活動の更なる強
化

答申等の概要 ２ 地域コミュニティ等と連携した地元にやさしい活動の推
進

３ 住民の期待に応えられる若手警察官の育成

そ の 他
令和６年第１回警察署協議会は、令和６年２月初旬に開催

予定
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 各種報告（署長説明）

(1) 令和５年９月末現在の管内の犯罪発生状況

(2) 令和５年９月末現在の交通事故発生状況

４ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（警備課長説明）

(1) 諮問事項

災害警備対策

(2) 答申事項

ア 様々な事象を想定した各種災害警備訓練の充実

イ 大規模災害発生時の情報共有、リアルタイムな情報発信等に向けた自

治体等関係機関との連携強化

ウ 装備資機材の充実

(3) 施策推進状況

ア 答申事項アについて

(ｱ) 西枇杷島警察署災害警備訓練の実施

(ｲ) 防災用自家発電設備の動作確認の実施

(ｳ) 消防本部との救命用ボート合同訓練の実施

イ 答申事項イについて

(ｱ) 清須市との合同防災訓練の実施

(ｲ) 北名古屋市との合同防災訓練の実施

(ｳ) 豊山町との合同防災訓練の実施
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

ウ 答申事項ウについて

(ｱ) 西枇杷島警察署に配備されている装備資機材の紹介

(ｲ) 今後配備予定の装備資機材の紹介

(ｳ) 愛知県警察が保有する災害対策車両及び装備資機材の紹介

５ 諮問

(1) 諮問事項

制服警察官に望むこと

(2) 諮問事項の設定理由

ア 制服を着用して勤務する地域警察では、地域住民の身近な存在となり、

安全安心を与える頼りがいある令和の新しい警察官を目指していること。

イ 警察官が襲撃される治安情勢により、地域住民のみならず警察官自身

の安全確保対策を講じる必要があり、その結果、様々なセキュリティ対

策の弊害として地域住民との間に距離感が生じてしまうこと。

６ 協議

委員 ・ 説明を聞いて地域警察官の職務の大変さがよく分かった。

・ 地域警察官の装備品を見せてもらったが、警察官自身の安全確保

をしつつ引き続き巡回をお願いしたい。

・ いざという時は警察官しか頼れないので感謝しかない。

委員 ・ 最近はパトカーのパトロールをよく見かけるが、とても感心する。

警察 ・ 赤色灯を回しながら走行するパトカーはよく目立つし、警察官で

あっても自家用車の運転中にパトカーを見ると少し緊張してしまう

ので、様々な抑止効果は働いていると思う。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

・ 現場の警察官に労いの言葉を掛けてもらうと、大変な職務に対す

る理解が得られていると感じ士気高揚につながるので、警察として

はありがたい。

委員 ・ 地域警察官には地域住民の生活や地域の安全を守っていただいて

おり、感謝の気持ちが大きい。

・ 巡回連絡が再開したことにより、警察官が自宅に来てくれるため

非常にありがたい。

・ 巡回連絡では些細な要望や相談を警察署等へ出向くことなく直接

警察官に伝えることができ、また、交番相談員にも困りごとの相談

ができると知ることができて良かった。

・ 装備品について防弾衣は配備されていないのか。

警察 ・ 交番やパトカーには防弾衣を配備している。

・ 防弾衣は常に着用している訳ではなく、発生した事案内容に対し

必要性に応じて着用指示をしている。

委員 ・ パトカーのパトロールは大通りだけでなく、近隣住民しか利用し

ない小道等もパトロールし、きめ細かく警戒していることを周知し

た方が抑止効果があると思う。

・ 自宅前の小道から自宅の庭に唾を吐かれたり、自家用車のボンネ

ット上にたばこの吸い殻が捨てられていたことがあるため、小道も

警戒してもらえると安心できる。

警察 ・ 交番連絡協議会の場で地域住民から様々な情報を提供していただ

き、その情報を24時間勤務の地域警察官に情報共有してパトロール



- 4-

会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

計画を立てている。

・ どのような時間帯、場所でもパトロールできる体制を確保してお

り、小道等も漏れなく警戒を実施している。

委員 ・ ある大学の先生の話では制服の社会的機能について、象徴的機能

として集団のメンバーであることを表すこと、制服に付随する役割

を遂行する働きがあること、としている。

・ 警察官で言えば、制服を着用することによって警察官としての役

割を認識し、その役割を遂行することを表すことになる。

・ 制服姿を見せることによる抑止効果は高いと思うが、逆に制服が

悪用されることがないように注意する必要がある。

・ 制服警察官は地域のコミュニティと協力し、共同で犯罪を防ぎ、

治安を維持する取組をサポートする役割を果たすことが重要である

と思う。

委員 ・ 最近パトカーや制服の警察官の姿をよく見かけるが、その度に安

全が守られていると感じるし、抑止効果の意味でもパトカーや制服

の姿を積極的に見せることが重要であると思う。

・ 若い警察官の中には、経験が浅いためか話しにくい雰囲気の人も

おり、相手を気遣う一言が欠けるなど残念に感じたことがある。

委員 ・ 最近の警察官は昔と比較して、とても親切丁寧になったと感じる。

・ 地域警察官は民事と刑事の境目の事案を多く取り扱うことから、

一方的な意見の聞き取りや説得等により大きなストレスを抱えてい

るのではないかと心配になる。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

・ 警察官の心の健康を保持するため、警察内部で健康管理講座を開

催するなどの措置を講じることも必要であると思う。

委員 ・ 地域警察官は地域の子供、高齢者に対する取り組みを実施するこ

とが重要であると思う。

・ 一般的なこととして、法に基づき公平に判断をして行動をするこ

とが重要であると思う。

７ 答申

(1) 制服やパトカーの効果を発揮した見せる活動の更なる強化

(2) 地域コミュニティ等と連携した地元にやさしい活動の推進

(3) 住民の期待に応えられる若手警察官の育成

８ 連絡事項

次回開催は、令和６年２月初旬に実施予定とする。


